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表紙写真：融雪剤散布作業の様子

今月の主な記事
融雪剤の散布作業 ２～３

酪農学園大学地域総合交流推進協議会
蹄病講習会
佐呂間町とＪＡサロマも協定書に調印 ４～５

第１４回ＪＡ青年部定期総会 ６～７

ＴＰＰ特別寄稿
「ＴＰＰには反対です」
遠軽消費者協会 会長 森 由紀乃 ８

青年部酪農専門部総会
青年部畑作専門部総会 ９

遠軽町 牛ワクチン一斉接種
えんゆうホルスタイン改良同志会視察研修 １０

遠軽町立茎アスパラ生産組合総会
農作業軽労化セミナー １２

遠軽厚生病院だより １４～１５

平成２５年度新規中途採用職員紹介 １６～１７

退職者挨拶 １７

理事会のあらまし
読者の声 １８

クロスワードパズル
人事異動のお知らせ １９

えんゆうブラック＆ホワイトショウ開催お知らせ
いもたま作造くん ２０

弥
生
の
月
も
半
ば
を
越
し
て
、
東
京
か

ら
は
桜
の
便
り
が
届
き
、
私
た
ち
が
住
む

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
大
地
に
も
春
が
来
る
の
が

待
ち
遠
し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
降
雪
量
も
多
く
、
例
年
と
比

較
す
る
と
雪
解
け
が
遅
い
状
況
で
、
何
か

と
気
を
揉
む
毎
日
で
す
が
、
各
地
区
の
圃

場
で
は
、
四
月
か
ら
始
ま
る
農
作
業
に
向

け
て
、
融
雪
剤
の
散
布
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

融
雪
剤
の
散
布
作
業
は
、
例
年
三
月
中

旬
か
ら
は
じ
ま
り
、
四
月
下
旬
に
は
植
付

け
が
始
ま
る
玉
葱
の
作
付
予
定
圃
場
や
早

作業が進められまし作業が進められましたた

淡淡淡墨色の軌跡淡淡墨色の軌淡墨色の軌跡跡淡墨色の軌跡
なななわれていますななわれていまなわれていますすなわれています



茎 ひざし ２０１３.４

い
雪
解
け
が
待
た
れ
る
秋
ま
き
小
麦
の
圃

場
を
主
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
中
は
幾
分
か
暖
か
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
の
、
吹
き
つ
け
る
風
は
ま
だ

ま
だ
冷
た
い
空
気
の
中
、
雪
の
中
で
も
走

行
出
来
る
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー
に
装
着
し
た

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
（
肥
料
散
布
機
）

を
使
っ
て
、
白
銀
色
の
圃
場
に
融
雪
剤
が

散
布
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

も
な
く
農
繁
期
を
迎
え
、
ま
た
忙
し
い
毎

日
が
始
ま
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
お
身

体
を
ご
慈
愛
い
た
だ
く
と
と
も
に
農
作
業

事
故
に
留
意
さ
れ
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

早早早春の大地に描かれる早早春の大地に描かれ早春の大地に描かれるる早春の大地に描かれる
融融融雪剤の散布作業がおこ融融雪剤の散布作業がお融雪剤の散布作業がおここ融雪剤の散布作業がおこ

今年は降雪量も多く雪解けが遅いため、急ピッチで散今年は降雪量も多く雪解けが遅いため、急ピッチで散布布



酪
農
学
園
大
学
地
域
総
合
交
流
推
進
協

議
会
（
会
長‥

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中
川
菊
夫

代
表
理
事
組
合
長
）
は
、
三
月
十
八
日
、

酪
農
学
園
大
学
と
の
地
域
総
合
交
流
協
定

調
印
式
を
佐
呂
間
町
役
場
で
開
催
し
、
佐

呂
間
町
川
根
町
長
が
協
定
書
に
署
名
調
印

を
お
こ
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
湧
別
町
・
遠

軽
町
に
加
え
て
、
佐
呂
間
町
も
区
域
と
な

り
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
関
係
者
各
位
も
調
印
出

来
た
こ
と
の
喜
び
と
今
後
の
期
待
を
語
っ

て
お
り
、
酪
農
学
園
大
学
と
の
総
合
交
流

が
深
ま
る
こ
と
で
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出席しました（写真は上湧別会場の様子）

佐佐
呂
間
町
と
Ｊ
Ａ
サ
ロ
マ
も
加
入
で
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

佐
呂
間
町
と
Ｊ
Ａ
サ
ロ
マ
も
加
入
で
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
ププ

酪
農
学
園
大
学
と
地
域
総
合
交
流
協
定
書
が
調
印
さ
れ
ま
し

酪
農
学
園
大
学
と
地
域
総
合
交
流
協
定
書
が
調
印
さ
れ
ま
し
たた

協協協議会 蹄病講習会開催協協議会 蹄病講習会開協議会 蹄病講習会開催催協議会 蹄病講習会開催
技技技量向上を目指して技技量向上を目指し技量向上を目指してて技量向上を目指して
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

湧
別
・
遠
軽
・
佐
呂
間
地
域
の
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
構
成
さ
れ
る
酪
農

学
園
大
学
地
域
総
合
交
流
推
進
協
議
会
は
、

三
月
二
十
八
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
と
Ｊ
Ａ
遠
軽

支
所
で
、
蹄
病
講
習
会
を
酪
農
家
と
関
係

団
体
各
位
五
六
名
を
集
め
て
開
催
し
ま
し

た
。今

回
の
講
習
会
は
、
昨
年
十
二
月
に
開 調印式を終えた関係者一同

催
予
定
だ
っ
た
も
の
の
、
当
日
の
荒
天
で

延
期
と
な
り
、
日
を
改
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
、
酪
農
学
園
大
学
地
域
交

流
推
進
協
議
会
会
長
の
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中

川
菊
夫
代
表
理
事
組
合
長
は
、「
肢
蹄
関

係
は
酪
農
家
の
関
心
も
強
く
、
今
回
、
酪

農
学
園
大
学
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
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続
い
て
、
酪
農
学
園
大
学
獣
医
学
群
生

産
動
物
医
療
学
教
授
獣
医
学
博
士
の
田
口

清
氏
か
ら
講
演
が
あ
り
、「
蹄
病
は
、
一
番

に
早
期
発
見
を
し
て
、
継
続
的
な
治
療
と

蹄
浴
な
ど
の
飼
養
管
理
の
変
更
に
よ
っ
て
、

地
道
に
減
ら
し
て
い
く
と
と
も
に
管
理
を

シ
ス
テ
ム
化
し
て
継
続
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
酪
農
学
園
大
学
の
協
力
に
よ
り
、

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
講

習
会
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
が
少
し
で
も

地
域
酪
農
の
振
興
と
技
量
向
上
に
役
立
て

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

か
ら
専
門
の
講
師
の
方
が
来
て
下
さ
っ
た

の
で
、
大
い
に
学
ん
で
皆
さ
ん
の
経
営
に

役
立
て
て
下
さ
い
」
と
話
が
あ
り
、
そ
の

後
、
二
名
の
講
師
か
ら
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
ず
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
遠
軽

診
療
所
の
中
村
聡
志
獣
医
師
が
「
Ｊ
Ａ
え

ん
ゆ
う
地
区
に
お
け
る
蹄
病
発
生
の
実

態
」
の
題
目
で
講
演
し
、
私
た
ち
の
地
域

に
お
け
る
蹄
病
の
実
態
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

村
氏
か
ら
は
、「
自
分
の
牛
舎
に
お
け
る

蹄
病
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
蹄
病
予
防
の

第
一
歩
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

講師の先生方
酪農学園大学 獣医学群生産動物医療学教授
獣医学博士 田口 清 氏（写真右）

オホーツク農業共済組合遠軽診療所
獣 医 師 中村 聡志 氏（写真左）

開会挨拶をする
酪農学園大学総合交流推進協議会会長の
ＪＡえんゆう 中川菊夫 組合長

酪酪酪農学園大学地域総合交流推進酪酪農学園大学地域総合交流推酪農学園大学地域総合交流推進進酪農学園大学地域総合交流推進
地地地域酪農の更なる振興と地地域酪農の更なる振興地域酪農の更なる振興とと地域酪農の更なる振興と

講習会には各地域から多くの酪農家ならびに酪農関係者が
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理
事
組
合
長
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
遠
軽
支
所
五
十
嵐
強
志
支
所
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
衆
議
院
議
員
の
武
部

新
氏
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
後
、
上

湧
別
富
美
地
区
の
村
上
拓
也
さ
ん
と
遠
軽

町
瀬
戸
瀬
地
区
の
岡
村
貴
幸
さ
ん
を
議
長

に
選
出
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報

告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、
平
成
二
十
五
年

度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、
役
員

改
選
の
議
案
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
す
べ

て
の
議
事
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新

し
く
上
湧
別
四
の
一
地
区
の
安
本
崇
さ
ん

が
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
、
今
回
で
卒
業
と
な

っ
た
部
員
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
新
し

く
加
入
す
る
部
員
か
ら
挨
拶
を
も
ら
い
、

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年
部
は
、
三
月
二
十

五
日
に
第
一
四
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所

大
会
議
室
で
、
部
員
四
〇
名
（
本
人
出
席

三
七
名
、
委
任
出
席
三
名
）
が
出
席
し
、

関
係
機
関
か
ら
来
賓
各
位
を
迎
え
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
、
安
本
副
部
長
の
開
会
宣

言
で
始
ま
り
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
青
年
部
綱

領
の
朗
唱
を
出
席
者
全
員
で
お
こ
な
い
ま

し
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
青
柳
圭
介
部
長
か

ら
は
、
青
年
部
活
動
に
対
し
て
常
日
頃
か

ら
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
部
員

各
位
と
来
賓
各
位
に
対
す
る
感
謝
と
今
後

も
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
青
年
部
活
動
を
通
じ

て
自
己
研
鑚
に
努
め
て
欲
し
い
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
湧
別
町
山
崎
幸
一
農

政
課
長
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中
川
菊
夫
代
表

開会挨拶をする青柳圭介部開会挨拶をする青柳圭介部長長

祝辞を述べる湧別町 山崎幸一農政課祝辞を述べる湧別町 山崎幸一農政課長長

祝辞を述べ祝辞を述べるる
ＪＡえんゆう 中川菊夫代表理事組合ＪＡえんゆう 中川菊夫代表理事組合長長

議長を務め議長を務めたた
村上拓也さん（富美）と岡村貴幸さん（瀬戸瀬村上拓也さん（富美）と岡村貴幸さん（瀬戸瀬））

定定定期総会開催定定期総会開定期総会開催催定期総会開催

祝辞を述べる網走農業改良普及センタ祝辞を述べる網走農業改良普及センターー
遠軽支所 五十嵐強志 支所遠軽支所 五十嵐強志 支所長長

出席者全員でおこないまし出席者全員でおこないましたた
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理

事

水
野

暁

（
上
湧
別
五
の
三
）

理

事

岡
田

拓
也

（
遠
軽
町
千
代
田
）

理

事

山
口

由
幹

（
遠
軽
町
若
咲
内
）

理

事

佐
藤

健
二（

上
湧
別
旭
）

支
部
長

上
湧
別
地
区

長
谷
川
雄
基

（
上
湧
別
屯
田
市
街
地
）

遠
軽
・
丸
瀬
布
・
白
滝
・
生
田
原
地
区

岡
田

拓
也
（
兼
務
）

安安本副部長の発声でＪＡ青年部綱領の朗読安本副部長の発声でＪＡ青年部綱領の朗読をを

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部

長

安
本

崇

（
上
湧
別
四
の
一
）

副
部
長

片
岡
康
太
郎

（
上
湧
別
札
富
美
）

副
部
長

三
品

拓
也

（
上
湧
別
四
の
一
）

代
表
監
事

青
柳

圭
介（

上
湧
別
富
美
）

監
事

加
藤

玲
史

（
上
湧
別
四
の
三
）

理

事

宍
戸

宏
光

（
上
湧
別
四
の
三
）

理

事

大
泉

隆
喜

（
上
湧
別
四
の
三
）

ＪＪＪＡえんゆう青年部 第１４回ＪＪＡえんゆう青年部 第ＪＡえんゆう青年部 第１４１４回回ＪＡえんゆう青年部 第１４回

平成２５年度 ＪＡ青年部新役員

（写真前列左より、加藤玲史監事、片岡康太郎副部長、

安本 崇部長、三品拓也副部長、青柳圭介代表監事、

後列左より、佐藤健二理事、岡田拓也理事兼支部長、

宍戸宏光理事、大泉隆喜理事、水野暁理事、

長谷川雄基支部長）



由
主
義
経
済
の
考
え
方
。
各
国
を
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
巻
き
込
も
う
と
す
る

の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
だ
と
思
い
ま
す
。

数
々
の
消
費
者
被
害
、
消
費
者
問
題
を

見
て
き
た
私
達
に
は
そ
う
見
え
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
反
対
で
す
。

競
争
社
会
は
、
切
磋
琢
磨
（
仲
間
同

士
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
学
徳
を
磨

く
こ
と
、
同
業
の
者
同
士
互
い
に
競
っ

て
技
量
を
磨
き
共
に
栄
え
る
こ
と
）
で

は
無
く
、
共
生
を
許
さ
な
い
弱
肉
強
食

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
生
き
残
り
を
か
け
た
競
争
社
会

に
身
を
置
き
世
界
と
戦
っ
て
い
る
日

本
経
済
界
の
人
達
は
そ
の
戦
い
に
勝

ち
残
る
し
か
生
き
る
道
は
な
い
と
思

い
込
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
達

は
弱
肉
強
食
の
競
争
の
土
俵
を
降
り
、

共
生
社
会
で
生
き
る
こ
と
、
共
生
社
会

を
築
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
弱

肉
強
食
の
競
争
が
自
分
の
利
益
し
か

考
え
な
い
人
を
生
み
出
し
消
費
者
問

題
、
消
費
者
被
害
を
生
ん
で
い
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

誰
し
も
家
に
帰
れ
ば
消
費
者
、
世
界

中
全
て
の
人
は
消
費
者
で
す
。

日
頃
よ
り
遠
軽
消
費
者
協
会
の
活

動
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
貴
会
の
会
報
に
私
達
の
意

見
を
お
載
せ
下
さ
る
機
会
を
お
与
え

下
さ
り
感
謝
し
ま
す
。

遠
軽
消
費
者
協
会
の
設
立
は
平
成

九
年
、
道
内
七
三
番
目
で
す
。
布
団
の

訪
問
販
売
な
ど
悪
質
商
法
の
被
害
が

多
発
し
て
い
た
頃
で
す
。

道
内
の
消
費
者
運
動
は
昭
和
四
十

年
に
帯
広
協
会
、
次
い
で
苫
小
牧
協
会

の
設
立
を
皮
切
り
に
、
四
十
年
代
に
五

〇
も
の
協
会
が
各
地
に
出
来
ま
し
た
。

食
品
添
加
物
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
頃
で
す
。
昭
和
四
十
八
年

の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

狂
乱
物
価
、
ね
ず
み
講
、
豊
田
商
事
事

件
、
原
野
商
法
、
霊
感
商
法
と
、
消
費

者
協
会
は
多
様
な
問
題
に
取
り
組
み
、

消
費
者
被
害
の
調
査
、
行
政
や
企
業
へ

意
見
を
言
う
、
消
費
者
啓
発
や
消
費
者

相
談
で
被
害
防
止
と
救
済
を
し
て
き

ま
し
た
。

地
産
地
消
運
動
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
ゴ
ミ
と
環
境

問
題
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
運
動
、
消
費
者
契

約
法
制
定
の
運
動
な
ど
、
学
び
と
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

物
の
値
段
は
買
い
た
い
人
（
消
費

者
）
と
売
り
た
い
人
（
生
産
者
）
の
需

要
と
供
給
、
市
場
原
理
で
決
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
達
消
費
者

は
物
の
値
段
は
売
る
人
が
一
方
的
に

決
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
売

る
人
同
士
の
競
争
、
安
売
り
合
戦
に

よ
っ
て
安
く
な
る
方
向
に
値
段
が
決

ま
る
。
よ
り
安
く
売
っ
て
も
利
益
が

確
保
出
来
る
よ
う
に
仕
入
を
叩
く
。

国
内
よ
り
海
外
か
ら
の
方
が
安
く
仕

入
れ
ら
れ
る
と
な
れ
ば
、
海
外
か
ら
仕

入
れ
る
。
そ
れ
は
た
だ
た
だ
販
売
業

者
間
の
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
。
時

に
は
質
の
悪
い
物
や
安
全
性
に
問
題

の
あ
る
も
の
で
も
そ
れ
を
隠
し
消
費

者
を
だ
ま
し
て
売
っ
た
り
す
る
。
生

産
者
、
産
地
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
と
知
っ
て
い
て
買
い
叩
い
た
り
す

る
。彼

ら
の
目
に
は
消
費
者
も
生
産
者

も
見
え
て
い
な
い
。
業
者
間
競
争
に

勝
ち
残
る
こ
と
だ
け
し
か
考
え
て
い

な
い
。
国
家
を
超
え
地
球
規
模
で
そ

う
し
た
競
争
を
し
よ
う
と
い
う
新
自

遠軽消費者協会

森 由紀乃会長

＝＝特別寄稿＝特別寄稿＝＝

ＴＴＴＰＰには反対ですＴＴＰＰには反対でＴＰＰには反対ですすＴＰＰには反対です
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Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
専
門
部
は
、
三
月
十

八
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
平
成
二
十

四
年
度
定
期
総
会
を
十
四
名
（
本
人
出
席

十
二
名
、
委
任
出
席
二
名
）
が
出
席
し
、

来
賓
各
位
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
宍
戸
宏
光
副
部
長
の
開
会
宣

言
で
始
ま
り
、
三
品
拓
也
畑
作
専
門
部
長

か
ら
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
中
川

菊
夫
代
表
理
事
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う

青
年
部
青
圭
介
部
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ＪＪ
Ａ
青
年
部
畑
作
専
門
部
定
期
総
会
開

Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
専
門
部
定
期
総
会
開
催催

平成２５年度畑作専門部新役員の皆さん
（写真左から宍戸宏光部長、大泉隆喜副部長、
水野暁会計、三品拓也監事）

議
事
は
、
上
湧
別
四
の
三
の
加
藤
聡
さ

ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
書
、
平

成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支

予
算
書
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
新
し
く
上
湧
別
四
の
二

の
宍
戸
宏
光
さ
ん
が
畑
作
専
門
部
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
執
行
部
各
位
か
ら
就
任
挨

拶
を
も
ら
い
、
ま
た
、
一
月
に
Ｊ
Ａ
カ
レ

ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
農
業
経
営
者
養
成
研

修
会
に
出
席
し
た
遠
軽
町
瀬
戸
瀬
の
岡
村

貴
幸
さ
ん
か
ら
研
修
会
の
顛
末
を
報

告
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部
長

宍
戸

宏
光

（
上
湧
別
四
の
三
）

副
部
長

大
泉

隆
喜

（
上
湧
別
四
の
三
）

会
計

水
野

暁

（
上
湧
別
五
の
三
）

監
事

三
品

拓
也

（
上
湧
別
四
の
一
）

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
は
、
三
月
十

五
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
平
成
二
十

四
年
度
定
期
総
会
を
二
九
名
（
本
人
出
席

二
七
名
、
委
任
出
席
二
名
）
が
出
席
し
、

来
賓
各
位
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
岡
田
拓
也
副
部
長
の
開
会
宣

言
で
始
ま
り
、
片
岡
康
太
郎
酪
農
専
門
部

長
か
ら
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
湧
別
町
山
崎
幸
一
農

政
課
長
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
山
口
哲
朗
代
表

理
事
専
務
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
酪
農
部
会
青

柳
敏
孝
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
、
上
湧
別
五
の
二
の
澤
口
未
来

さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
平
成
二
十
四

年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、
平

成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支

予
算
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
、
新
し
く
遠
軽
町
千
代
田
の

岡
田
拓
也
さ
ん
が
酪
農
専
門
部
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
執
行
部
各
位
か
ら
就
任
挨

拶
を
も
ら
い
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

議長を務めた澤口未来さん（上湧別５の２）

ＪＪ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
定
期
総
会
開

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
定
期
総
会
開
催催

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

部

長

岡
田

拓
也（

遠
軽
町
千
代
田
）

副
部
長

山
口

由
幹（

遠
軽
町
若
咲
内
）

副
部
長

佐
藤

健
二（

上
湧
別
旭
）

監
事

村
上

拓
也（

上
湧
別
富
美
）

監
事

松
田

勤（
遠
軽
町
東
町
）



ひざし ２０１３.４ 頚

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

三
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
、

遠
軽
町
全
域
の
酪
農
畜
産
農
家
各
位
を
対

象
に
し
た
牛
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
牛
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
詳
細
は
十

一
ペ
ー
ジ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
が
、
遠
軽
町
家
畜
自
衛
防
疫
組

合
、
湧
別
町
家
畜
自
衛
防
疫
組
合
、
遠
軽

町
な
ら
び
に
湧
別
町
の
酪
農
畜
産
農
家
が

相
互
に
協
力
し
て
、
主
に
呼
吸
器
系
疾
病

の
予
防
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

遠
軽
町
で
は
二
〇
年
以
上
前
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

接
種
は
、
獣
医
師
と
関
係
団
体
職
員
を

含
む
三
～
四
人
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
車

両
・
長
靴
な
ど
を
消
毒
し
た
上
で
牛
舎
に

出
向
き
、
遠
軽
町
全
域
を
五
日
間
で
約
五

五
〇
〇
頭
に
接
種
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
あ
わ
せ
て
、

昨
年
度
か
ら
Ｂ
Ｖ
Ｄ
ウ
イ
ル
ス
（
牛
ウ
イ

ル
ス
性
下
痢
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
症
の
生
乳

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
も
実
施
し
て
お
り
、

さ
ら
に
安
全
安
心
な
生
乳
生
産
と
個
体
販

売
を
目
指
す
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
検
査
で
は
、
全
戸
陰
性
と
の

こ
と
で
、
着
実
に
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

四
月
中
旬
に
は
、
湧
別
町
上
湧
別
地
区

で
も
湧
別
町
家
畜
自
衛
防
疫
組
合
が
同
様

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
酪
農
畜
産
農
家
な
ら
び
に

関
係
団
体
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ワクチン接種の様子

安安
全
・
安
心
・
元
気
な
牛
づ
く
り
を
目
指
し

安
全
・
安
心
・
元
気
な
牛
づ
く
り
を
目
指
し
てて

遠
軽
町
で
牛
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

遠
軽
町
で
牛
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
たた

え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

（
木
村
吉
里
会
長
）
は
、
三
月
二
十
七
日
に

視
察
研
修
を
開
催
し
て
、
会
員
他
一
三
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
優
良
な
飼
養
管
理
と
牛
群
改
良

の
実
例
を
視
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
昨
年
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ

ナ
ル
シ
ョ
ウ
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

牛
を
輩
出
し
た
置
戸
町
の
（
有
）
小
山
牧

場
と
、
当
会
会
員
で
昨
年
搾
乳
牛
舎
を
新

築
し
た
生
田
原
豊
原
の
情
野
牧
場
に
視
察

に
伺
い
ま
し
た
。

視
察
先
で
は
、
本
人
た
ち
が
飼
養
管
理

や
牛
群
改
良
で
留
意
し
て
い
る
点
を
教
え

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
実
際
に
牛
舎
を
見

せ
て
も
ら
い
、
現
場
で
意
見
交
換
を
お
こ

な
い
、
有
意
義
な
視
察
研
修
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
で
は
、

二
〇
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
が
、
第
一
二
回
え
ん
ゆ

う
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
を

四
月
二
十
七
日
に
遠
軽
町
多
目
的
広

場
（
遠
軽
町
学
田
二
丁
目
。
オ
ホ
ー

ツ
ク
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
遠
軽
診
療
所
横
）

で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
当
日
は

ぜ
ひ
ご
来
場
ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現地で話を直接聞いて勉強しました

ええ
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
がが

視
察
研
修
を
開

視
察
研
修
を
開
催催
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回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
三
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

る
農
作
業
軽
労
化
セ
ミ
ナ
ー
が
組
合
員
な

ら
び
に
関
係
機
関
二
一
名
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
農
業
は
大
規
模
化
と
あ
わ
せ
て

機
械
化
と
自
動
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

人
間
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
農
作
業
も
数

多
く
あ
り
、
そ
の
農
作
業
の
多
く
は
中
腰

や
屈
曲
の
姿
勢
で
身
体
に
負
担
を
強
い
る

重
労
働
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
作
業
の
軽

労
化
を
人
間
工
学
の
視
点
か
ら
出
来
る
方

法
が
考
案
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
一
つ

に
足
腰
や
背
中
の
負
担
を
軽
減
出
来
る
ス

マ
ー
ト
ス
ー
ツ
の
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
北
海
道
大
学

や
農
業
試
験
場
か
ら
四
名
の
講
師
が
、
軽

労
化
の
ニ
ー
ズ
や
ス
マ
ー
ト
ス
ー
ツ
の
着

用
効
果
と
現
地
事
例
に
つ
い
て
、
講
演
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
ス
マ
ー
ト
ス
ー
ツ

の
試
着
会
も
開
催
さ
れ
、「
中
腰
や
屈
曲

の
姿
勢
を
保
持
し
て
も
身
体
が
楽
に
感
じ

る
」
と
身
体
の
負
担
軽
減
を
実
感
す
る
感

想
が
出
る
と
と
も
に
、
様
々
な
要
望
意
見

が
交
換
さ
れ
て
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。

身身
体
の
負
担
軽
減
で
農
作
業
も
楽
々

身
体
の
負
担
軽
減
で
農
作
業
も
楽
々
♪♪

農
作
業
軽
労
化
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

農
作
業
軽
労
化
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れれ
ま
し
た

ま
し
た

スマートスーツの着用事例

遠
軽
町
の
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
農
家
七

戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
遠
軽
町
立
茎
ア
ス

パ
ラ
生
産
組
合
総
会
が
、
三
月
十
九
日
に

Ｊ
Ａ
遠
軽
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
の
組
合
長
挨
拶
で
は
遠
軽
町

瀬
戸
瀬
の
岡
村
貴
幸
組
合
長
か
ら
、
昨
年

の
生
産
概
況
と
今
年
の
展
望
に
つ
い
て
挨

拶
が
あ
り
、
今
年
は
春
と
比
べ
て
出
荷
が

減
る
夏
出
荷
分
の
販
路
拡
大
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
遠
軽
町
農
政
林
務
課

の
広
瀬
淳
次
係
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、
岡
村
組
合
長
が
議
長
を
務
め
て
、

議
事
進
行
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
、
平
成
二

十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収

支
予
算
、
副
組
合
長
の
選
任
の
各
議
案
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
る
と

と
も
に
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

遠
軽
町
の
立
茎
ア
ス
パ
ラ
は
「
遠
軽
に

ょ
っ
き
ー
ず
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
ゆ
う
パ

ッ
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
例
年
四
月
～
九
月

に
か
け
て
、
日
本
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
遠
軽
町
の
飲
食
店
で
は
、

五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
の
期
間
で

地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
匠
の
ア
ス

パ
ラ
料
理
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
る
と
と

も
に
、
今
年
は
遠
軽
が
ん
ぼ
う
夏
祭
り
の

千
人
踊
り
の
と
き
に
ア
ス
パ
ラ
無
料
配
布

を
お
こ
な
う
予
定
と
の
こ
と
で
、
今
後
も

さ
ら
な
る
販
路
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平平
成
二
十
四
年
度
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ

平
成
二
十
四
年
度
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ララ

生
産
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

生
産
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

開会挨拶をする岡村貴幸組合長

ひざし ２０１３.４ 芸



１．高齢者は心身機能が低下するため、より自覚をもとう。

２．疲労回復に努め、健康管理を励行しよう。

３．作業に適した服装で、安全防護具を身につけよう。

４．大型・大型特殊・クレーン・フォークリフト・ガス溶接などの免

許・知識・技術を習得しよう。

５．資材や収穫物、農業機械等をトラックなどで運搬する時は、積み

下ろしや過積載に注意しよう。

６．農作業事故は他人事と思わず、ヒヤリとした経験を思い出そう。

７．時間に追われた作業は禁物、常にゆとりを持とう。

８．過信とまさかは禁物。機械の運転操作は確実かつ慎重に。

農業機械操作の安全心得

春を迎えて、まもなく畑起こしや

肥料散布、農作物の植付けなど、機

械を使った農作業が増えますが、こ

の時期は、農作業事故が増える時期

でもあります。

安全確認を徹底して、農作業事故

にご注意いただき、「今日もニコニ

コ無事カエル」で家族が待つ食卓に

帰りましょう！

農作業事故にご注意下さい！

迎 ひざし ２０１３.４



遠
軽
厚
生
病
院
は
遠
紋
地
域
の
一
市
六

町
一
村
を
医
療
圏
と
し
て
お
り
、
そ
の
面

積
は
五
一
四
八
．
二
七
㎢
と
ほ
ぼ
愛
知
県

に
匹
敵
す
る
総
面
積
で
あ
り
ま
す
。
日
本

全
国
の
地
方
が
抱
え
る
悩
み
と
同
様
に
、

当
地
区
も
人
口
減
少
が
続
き
過
疎
に
悩
む

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
に

は
総
人
口
八
四
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
も
の

が
平
成
二
十
三
年
度
に
は
約
七
五
〇
〇
〇

人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
平
成
十
六
年
度
よ
り
医
師
養
成
シ
ス
テ

ム
が
大
き
く
変
貌
し
、
医
師
の
地
域
医
療

か
ら
の
大
量
撤
退
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の

「
新
臨
床
研
修
シ
ス
テ
ム
」の
影
響
は
我
々

の
地
域
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
当
時

の
道
立
紋
別
病
院
は
平
成
十
五
年
度
頃
よ

者
数
は
同
じ
く
平
成
十
八
年
度
の
四
五
三

二
人
を
ピ
ー
ク
に
平
成
二
十
三
年
度
は
四

〇
一
〇
人
と
な
り
十
二
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
脳
外
科
廃
止
に
よ
る
入

院
患
者
数
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
事
を
考

え
る
と
、
人
口
減
の
中
で
は
や
は
り
健
闘

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
現
在

で
は
外
来
の
二
割
強
、
入
院
の
三
割
弱
が

西
紋
地
区
か
ら
の
来
院
者
に
な
っ
て
い
ま

す
。当

院
の
時
間
外
来
院
患
者
数
は
こ
れ
も

や
は
り
平
成
十
八
年
度
の
一
一
一
四
〇
人

を
ピ
ー
ク
に
平
成
二
十
三
年
度
は
八
四
一

八
人
と
二
十
五
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
時

り
医
師
の
減
少
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
当
時
当
院
は
そ
の
影
響
か
ら

免
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果

遠
紋
地
区
の
総
合
病
院
は
当
院
だ
け
と
な

り
遠
く
西
紋
地
区
の
皆
さ
ん
も
救
急
医
療

の
た
め
当
院
を
訪
れ
る
事
が
日
常
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

当
院
の
外
来
患
者
実
数
は
平
成
十
八
年

度
の
五
五
六
七
五
人
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

減
少
し
平
成
二
十
三
年
度
に
は
五
一
〇
八

六
人
と
約
九
％
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
二
十
一
年
度
を
も
っ
て
脳
外
科
が
廃
止

に
な
っ
た
事
や
こ
の
間
の
人
口
減
少
率
は

十
一
％
な
の
で
そ
れ
を
考
え
る
と
健
闘
し

て
は
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
入
院
実
患

去
る
一
月
三
十
日
に
上
記

と
同
じ
表
題
で
第
八
十
回
住

民
公
開
講
座
を
記
念
し
て
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
テ
ル
に
て
広

く
住
民
に
御
参
加
い
た
だ
き

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
夜
の
開
催
に
も
関
わ
ら
ず

お
よ
そ
二
五
〇
名
の
住
民
に

御
参
加
い
た
だ
き
、
医
療
へ

の
地
域
住
民
の
関
心
の
深
さ

が
し
の
ば
れ
ま
し
た
。
以
下

当
日
講
演
し
た
内
容
に
つ
い

て
今
一
度
え
ん
ゆ
う
広
報
誌

「
ひ
ざ
し
」
を
愛
読
し
て
い
る

皆
様
に
お
伝
え
し
た
く
、
筆

を
執
っ
た
次
第
で
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

院

長

矢

吹

英

彦

「
危
機
に
瀕
す
る
地
域
医
療

－
遠
軽
厚
生
病
院
の
現
況－

」
前
編

遠軽厚生病院だより

遠
軽
厚
生
病
院
の
入
外
実
患
者
数
の
推
移

（
平
成
十
五
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
）

遠
軽
厚
生
病
院
の
時
間
外
来
院
患
者
数

（
平
成
十
五
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
）

遠
軽
厚
生
病
院
を
と
り
ま
く
環
境

は
じ
め
に

ひざし ２０１３.４ 鯨



十
～
五
十
名
程
度
の
道
内
勤
務
を
前
提
に

し
た
所
謂
「
地
域
枠
」
の
卒
業
生
が
出
て

き
ま
す
が
、
勤
務
地
に
何
ら
の
強
制
力
も

な
い
た
め
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
七
割
程
度
が
道
内
に
残
っ
て
く
れ

れ
ば
事
情
も
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
二
～
三
年
が
遠
軽

厚
生
病
院
の
運
命
を
決
め
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら

こ
の
四
月
か
ら
は
整
形
外
科
が
一
名
減
と

な
り
、
予
約
外
来
体
制
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
患
で

そ
の
日
に
飛
び
込
み
で
来
た
場
合
、
整
形

外
科
専
門
医
に
診
て
も
ら
え
る
可
能
性
が

低
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
何
と
か
救
急
体

制
を
維
持
す
る
た
め
の
苦
渋
の
決
断
で
あ

り
、
ど
う
か
住
民
の
皆
様
の
御
理
解
を
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

六
十
～
七
十
％
の
救
急
搬
送
患
者
は
軽
症

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
平
成
十
六
年
度

か
ら
始
ま
っ
た「
新
臨
床
研
修
シ
ス
テ
ム
」

の
影
響
は
当
院
は
殆
ど
受
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
二
十
二
年
度
の
常
勤
医
四
十

人
か
ら
徐
々
に
医
師
数
が
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
三
十
八
人
、
平

成
二
十
四
年
度
三
十
六
人
と
常
勤
医
が
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
皆
様
も
ご
存

じ
の
通
り
、
新
し
い
研
修
制
度
に
よ
り
卒

業
し
た
医
師
達
が
大
学
に
残
ら
な
く
な
っ

た
た
め
で
有
り
、
い
よ
い
よ
大
学
に
も
地

方
に
供
給
す
る
医
師
が
い
な
く
な
っ
て
き

た
事
が
原
因
で
す
。
当
院
は
全
科
が
旭
川

医
大
か
ら
の
医
師
の
供
給
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
母
屋
自
体
に
医
師
が
い
な
く

な
っ
た
の
で
す
。
平
成
二
十
五
年
度
は
当

院
の
常
勤
医
数
が
三
十
七
人
と
な
る
予
定

で
と
り
あ
え
ず
は
何
と
か
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
す
べ
て
の
科
で
予
断
を
許
し

ま
せ
ん
。
二
年
後
か
ら
旭
川
医
大
で
は
三

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
図
の
よ
う

に
救
急
車
搬
入
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
人
口
減
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
高

齢
者
人
口
の
絶
対
数
に
も
大
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
図
は
過
去
三
年
間
の
初
診
時
症

状
別
救
急
搬
送
患
者
数
の
割
合
で
す
。
軽

症
患
者
さ
ん
が
約
五
十
％
を
占
め
て
い
る

事
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
全
国
平
均
で
は

間
外
患
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
こ
の

頃
は
ま
だ
脳
外
科
が
健
在
で
あ
り
ま
し
た
。

丁
度
そ
の
頃
か
ら
マ
ス
コ
ミ
の
「
コ
ン
ビ

ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
は
ら
れ
た
頃
で
も
あ
り
、
地

域
住
民
の
見
識
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
時
間
外
来
院

患
者
の
三
十
数
％
が
小
児
科
疾
患
で
あ
り

一
番
多
く
、
続
い
て
三
十
％
弱
が
内
科
疾

患
で
あ
り
こ
の
傾
向
に
過
去
十
年
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。

２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度

687605597614530遠 軽 町

275311225264211湧 別 町

13389565834佐呂間町

758512410850紋 別 市

4752534215西紋地区
（紋別市以外）

1,2171,1421,0551,086840合 計

遠軽厚生病院の救急車搬入件数（平成１９年～平成２３年）

遠
軽
厚
生
病
院
の
近
未
来
予
測

軽軽症，５０.２０軽症，５０.２０％％

中等症中等症，，
３０.７０３０.７０％％

重症，１５.８０重症，１５.８０％％

死死亡，３.３０死亡，３.３０％％

軽症，４８.１０軽症，４８.１０％％

中等症，２７.５０中等症，２７.５０％％

重症，２０.４０重症，２０.４０％％

死亡，４.００死亡，４.００％％

軽軽症，４８.２０軽症，４８.２０％％

中中等症中等症，，
３０.４０３０.４０％％

重重症，１８.４０重症，１８.４０％％

死死亡，３.１０死亡，３.１０％％

平成２２年 平成２３年

平成２４年

軽 症：入院の必要なし
中等症：３週間以内の入院
重 症：３週間以上の入院

初診時症状別救急搬送患者数割合

劇 ひざし ２０１３.４
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ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ

児こ

玉だ
ま

杏
き
ょ
う

子こ

（
管
理
課
庶
務
企
画
係
兼
経
理
電
算
係
）

①
平
成
六
年
九
月
十
三
日
・
Ｏ
型

②
遠
軽
町
・
遠
軽
高
等
学
校

③
趣
味
尺
カ
ラ
オ
ケ
・
音
楽
鑑
賞

特
技
尺
顔
と
名
前
を
覚
え
る
の
が
得
意

④
ほ
の
ぼ
の
し
て
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

笑
顔
が
取
得
で
す
。

⑤
私
と
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
感
謝
を
持

ち
、
一
人
一
人
と
信
頼
関
係
を
築
き
た

い
で
す
。
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み

人
間
と
し
て
成
長
出
来
る
よ
う
に
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平平平
成成
二
十
二
十
五五
年
度
新
規
・
中
途
採
用
職
員
紹

年
度
新
規
・
中
途
採
用
職
員
紹
介介

岩い
わ

井い

東と
う

子こ

（（
株
）
え
ん
ゆ
う
機
械
セ
ン
タ
ー
出
向
）

①
平
成
六
年
五
月
七
日
・
Ｂ
型

②
湧
別
町
中
湧
別
・
遠
軽
高
等
学
校

③
趣
味
尺
音
楽
鑑
賞

特
技
尺
楽
器
が
吹
け
る

④
明
る
く
、
負
け
ず
嫌
い

⑤
い
た
ら
な
い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

何
事
も
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
う
の

で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大お
お

塚つ
か

汐し
お

莉り

（
金
融
課
中
湧
別
支
所
係
）

①
平
成
七
年
一
月
五
日
・
Ａ
型

②
湧
別
町
・
湧
別
高
等
学
校

③
趣
味
尺
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

特
技
尺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

④
明
る
く
活
発
的

⑤
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
一
日
で
も
早
く
覚

え
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
頂
け
る
よ
う

に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

羽
根
田

は

ね

だ

友と
も

宏ひ
ろ

（
管
理
課
付
）

①
平
成
元
年
四
月
二
十
一
日
・
Ａ
Ｂ
型

②
湧
別
町
中
湧
別
・
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

③
趣
味
尺
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

④
落
ち
着
い
て
い
る

⑤
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
一
年
間
学
ん
で
き
た

こ
と
を
生
か
し
て
、
早
く
一
人
前
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

☆
質
問
事
項
☆

①
生
年
月
日
・
血
液
型

②
出
身
地
・
出
身
校

③
特
技
・
趣
味

④
自
分
の
性
格

⑤
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
抱
負

こ
の
度
、
四
月
一
日
か
ら
、
男
二
名
、
女
性
三
名
の
平
成
二
十
五
年
度
新
規
な
ら
び
に
中
途
採
用
職
員
が
入
組
い
た

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ひざし ２０１３.４ 戟



市い
ち

原は
ら

健け
ん

吾ご

（
営
農
課
基
盤
整
備
係
）

①
昭
和
六
〇
年
一
二
月
四
日
・
Ｏ
型

②
丸
瀬
布
・
遠
軽
高
等
学
校

③
趣
味
尺
食
べ
る
事
、
野
球

特
技
尺
ス
キ
ー

④
細
か
い
事
は
気
に
し
な
い
。
鈍
感
。

⑤
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
早
く

仕
事
に
慣
れ
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た

い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

撃 ひざし ２０１３.４

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
何
か
と
ご
多
忙
の
事
と
存
じ
ま

す
。さ

て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
よ
り
本
所
管
理
課

に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間

に
は
組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
役
職

員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様

に
数
々
の
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
が

ら
も
、
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
え
ん

ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

三
月
末
に
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
八
月
よ
り
、
介
護
セ

ン
タ
ー
み
ど
り
に
て
在
宅
訪
問
介
護

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
平
成
二
十
三
年
三
月
か
ら
は
、

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
立
ち
上
げ

に
伴
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
、
私
の
人
生
に
お
い
て
、

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

未
熟
な
私
が
、
今
日
ま
で
勤
務
し

得
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
温
か
い

ご
指
導
の
お
陰
と
存
じ
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員

の
皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
、
そ
し
て
、
え
ん
ゆ
う
農

協
の
益
々
の
御
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

佐 藤 真梨子

長谷川 つかさ

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵
ככככככככככככככככככככ
退ככככככככככככככככככככ 職 者 挨 拶



エ
ー
コ
ー
プ
で
タ
イ
ム
セ
ー
ル
を
始

め
て
い
て
良
い
と
思
っ
た
。
週
末
、
よ

く
安
売
り
し
て
い
る
お
米
は
ど
こ
よ
り

も
安
値
だ
け
ど
と
っ
て
も
美
味
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
匿
名
）

い
つ
も
エ
ー
コ
ー
プ
の
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
ご
贔
屓

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
日
、
コ
ス
モ
ス
の
郷
ゆ
う
ゆ
う
に

農
家
の
老
人
仲
間
達
と
送
り
迎
え
し
て

も
ら
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
形
で
室
内

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
来
ら
れ
て
居
る
人
達
と
丸
く
な

り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
色
々
内
容
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
の
う
ち
私
達

夫
婦
も
入
れ
て
も
ら
い
た
い
ナ
と
思
っ

て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

色
々
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
よ
う
で

す
し
、
皆
さ
ん
も
見
学
し
て
み
て
は
？

（
匿
名
）

文
字
通
り
老
後
を
悠
々
（
ゆ
う
ゆ

う
）
と
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
住
ま
い

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
他
の
方
々
も
ぜ

ひ
一
度
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

随
分
暖
か
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
も
う
少
し
で
農
作
業
の
多
忙
な
日

が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

（
匿
名
）

あ
と
、
ひ
と
月
も
し
な
い
で
農
作
業

が
始
ま
り
ま
す
ね
。

北
海
道
代
表
の
北
照
と
遠
高
が
一
勝

し
ま
し
た
。
す
ご
い
で
す
ね
。
頑
張
っ

て
い
る
姿
は
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

二
回
戦
も
道
産
子
魂
を
見
せ
て
欲
し
い

で
す
ね
。
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
ビ
ー
ト

が
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
春
は
近
付
い
て
い
ま
す
ね
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

今
月
号
が
出
る
頃
に
は
、
甲
子
園
も

終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
選
手
た
ち
は
全

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
選
手
た
ち
に
は
今
一
度
大
き
な
拍

手
を
送
り
た
い
で
す
ね
。

読
者
の
声

第
二
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
職
員
の
採
用
お
よ
び
退
職
に
つ
い
て

二
．
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

三
．
全
国
監
査
機
構
決
算
監
査
結
果
お
よ

び
「
独
立
法
人
の
監
査
報
告
書
」
に
つ

い
て

四
．
決
算
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

五
．
役
員
推
薦
委
員
会
議
結
果
に
つ
い
て

六
．
経
済
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

七
．
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

八
．
春
季
農
事
部
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い

て
九
．
四
～
六
月
期
配
合
飼
料
価
格
改
定
に

つ
い
て

十
．
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
政
治
連
盟
収
支
報
告

に
つ
い
て

十
一
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

十
二
．
そ
の
他

介
護
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況
に
つ
い
て

ひざし ２０１３.４ 激

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

◇
議

案

一
．
第
十
四
回
通
常
総
会
資
料
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
第
十
四
回
通
常
総
会
議
決
権
行
使
に

当
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
平
成
二
十
五
年
度
の
余
裕
金
運
用
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
信
用
の
供
与
等
の
限
度
額
設
定
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

七
．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
お
よ
び
減
口
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

八
．
職
員
就
業
規
則
お
よ
び
定
年
退
職
者

再
雇
用
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



隙 ひざし ２０１３.４

〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ４月２５日（木）

３月号の答えは「ヤマザクラ」でした。
草木萌え、花も色づき出す季節になり
ましたね。
当選者は下記の方々です。

湧別町４の３

湧別町５の１

遠軽町大通南２丁目

福本 和子 さん
牧野 悦子 さん
金子 圭弥乃 さん

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

イ
チ
か
バ
チ
か
の

に
出
た

３

と
て
も
技
術
が
優
れ
て
い
ま
す

７

三
大
栄
養
素
の
一
つ

脂
で
す

９

す
し
職
人
は
酢
飯
の
こ
と
を
こ
う
い
い

ま
す

絵
を
描
く
こ
と
が
仕
事
で
す

１０

ビ
ー
ル
や
ジ
ャ
ム
を
詰
め
ま
す

１２

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
琴
欧
州
関
か
ら
連
想
す

１３

る
国

鶏
卵
の
一
番
外
側
に
あ
り
ま
す

１５

神
社
で
神
事
を
行
う
女
性

１６

５
月
５
日
は

の
節
句

１８

鋭
い
歯
を
持
つ
、
太
く
て
長
い
体
の
魚

２０

媒
酌
人
と
も
い
い
ま
す

２２

あ
る
タ
カ
は
爪
を
隠
す

２３

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

子
ど
も
の
日
に
食
べ
る

餅

２

こ
れ
の
実
が
載
っ
て
い
る
あ
ん
パ
ン
も

あ
り
ま
す

４

師
匠
の
下
で
技
を
磨
き
ま
す

５

世
界
三
大
珍
味
の
一
つ

チ
ョ
ウ
ザ
メ

の
卵
で
す

６

首
の
長
〜
い
動
物

８

最
北
端
に
竜
飛
崎
が
あ
る

半
島

化
粧
す
る
と
き
に
の
ぞ
き
ま
す

１１

乗
っ
て
揺
ら
し
た
り
こ
い
だ
り

１３

頭
が
良
い
こ
と

１４

武
士
が
腰
に
差
し
て
い
た
も
の

１５

柳
川
鍋
に
使
わ
れ
る
野
菜

１７

に
入
っ
て
は

に
従
え

１９

牛
の
頭
に
に
ょ
っ
き
り
生
え
て
い
ま
す

２１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

１

１３

１５

１４

１２

３ １６

１７

Ｂ

９ ２０

７ ２２

１９

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

８

２

４

５

６

Ｆ

Ｅ

１０

１１

Ｄ

Ａ

１８

２１
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日 時 平成２５年４月２７日（土）１０：３０～ 開会式
～１３：００ 閉会（予定）

会 場 遠軽町多目的広場（遠軽町学田２丁目、オホーツクNOSAI横）
審 査 員 久保 拓也 氏（湧別町酪農家）
審 査 部 未経産牛６クラス 経産牛３クラス 合計９クラス
そ の 他 ジャッジングコンテスト、ジュニアショウ（併催）

多数のご来場、ご参加お待ちしております。

＝えんゆうホルスタイン改良同志会より＝

第第第１２１２回回えんゆうブラック＆えんゆうブラック＆
ホワイトショウ開催のお知らホワイトショウ開催のお知らせせ

第第第１２１２回回えんゆうブラック＆えんゆうブラック＆
ホワイトショウ開催のお知らホワイトショウ開催のお知らせせ

第１２回えんゆうブラック＆
ホワイトショウ開催のお知らせ


